
究極のピンホール式
プラネタリウム

の組み立て方と使い方

デザイン／AD・CHIAKI　イラスト／坂川知秋

入っているもの

用意するもの プラスドライバー（軸径が3mmくらいのもの）、はさみ
新しい単三乾電池（2本）

ふろくを作る前に必ずお読みください。

●金具類は、機能上うすい金属を使っていますので、取り扱いには十分注意してください。けがをす
るおそれがあります。
●小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意してください。窒息などの危険があります。
●実験後は電池をはずして、小さなお子さんの手の届かないところにしまってください。

  単三乾電池を2本使用します。電池は間違った使い方をすると、発熱・破裂・液漏れが起きること
があります。下記のことに注意してください。
●ニッカド電池等の充電式電池、ならびにオキシライド電池は使わないでください。
●＋・－（プラス・マイナス）を正しくセットしてください。
●万一、電池から漏れた液が目に入ったときは、すぐに大量の水で洗い、医師に相談してください。
皮膚や服についた場合は、すぐに水で洗ってください。
●実験後は、電池をはずしてください。

★使い方と注意をよく読んでから実験してください。
★安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。また、使用中に破損・変形してしま
った部品は使用しないでください。
★小さなお子さん手の届かない場所にしまってください。

注 意

主軸A 主軸B

電球ソケット ベース

台座
電球ソケットのリード線を
引き出してから、
主軸Bにセットする。
この時、主軸AとBを
間違えないように注意する。

セットした主軸Bに
主軸Aをかぶせて
ビス2本で取り付ける。
この時、図のように
リード線を切りかきの
部分から外へ出して
おくこと。

支柱Aと支柱Bを使って
主軸をはさむようにして、
ボルトを通し、ナットつまみを
はめ込んで取り付ける。
この時、支柱A・Bを
間違えないように
セットする。

架台を組み立てよう

主軸B

主軸B

主軸A

※この筒の長さが
　長い方が主軸B

コンセント

ビス

※コンセントを引き出す。
　あまり強く引っ張ると
　断線するので、注意
　　　　　　すること。

ビス

※リード線はこの部分から外へ出す。
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ナット

ナットつまみ

スイッチ

支柱A 支柱B

ボルト

スイッチ押さえ

スライドスイッチ

電池接点（＋・－）
電池接点（－）電池接点（＋）

電池押さえ

電球×2

ビス×3

つば付きビス×6

恒星原板
㈰

恒星原板
㈬

恒星原板
㈫

恒星原板
㈪

月・時
間・緯
度
シ
ー
ル

両面テープ

緯度シール

90 60

30

支柱Aの垂
直に、緯度
シールの90
の線が合う
ように、貼
る。

●このふろくに使われているプラスチックの材質
　本体一式（黒） ： HIPS　恒星原板（黒） ： PP　※リード線の被覆には塩化ビニル樹脂を使っております。
●このふろくに使われている金属の材質
　接点金具 ： 鉄（ニッケルメッキ）　ビス・ボルト・ナット：鉄（クロームメッキ）
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。）※恒星原板には透明な保護シートがはってあります。

　組み立ての最後まではがさないでください。

ナットはボルトに
セットされています。

※リード線を
はさまないよう
注意。

※ナットをしめると、
支柱の下側が開きますが、
問題ありません。★不用になったときは、各自治体の

　決まりに従って処分してください。
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①スライドスイッチ

②スイッチ押さえ

※ビスは垂直に力を入れて
　しっかりねじこむこと。

※しめすぎない→
　よう注意。

③つば付きビス

③ビス

③つば付きビス

主軸の▲印を目印にして、
この上に時間シールの18の部分を合わせて貼り、
まず左側を巻き付けながら貼りつける。
次に右側を巻き付けながら貼り、
最後に点線の部分を、切り取ってから、貼り合わせる。

月・時間シールを貼ろう 差しこんだスイッチを、OFFの位置に合わせ、
手で押さえながら、そのまま裏に返す。

台座にスイッチを差しこむ。

台座を組み立てよう

ベースに月シールを貼る。
ベースの丸い出っ張り部分に、切りかきがあるので、
ここに、月シールの3月の▼を合わせて貼る。
これも左側を先に貼り、右側を後で貼り付け、
最後に点線の部分を、切り取ってから、貼り合わせる。

電池押さえを、つば付きビスで止め付ける。

1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 11月 12月
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2月 3月 4月

←先に貼る 後に貼る→

時間シール

切る

主軸

支柱A

切る

ベース

月シール

台座

スイッチ

台座

※スライドスイッチをセットするまでは
　OFFに合わせた手を離さないこと。

※すきまに差しこむ。

※電池接点は、上下逆さま
　にしないよう注意。

※電池接点の金具はうすいので、
　布をあてがうなどして押しこみ、
　手を切らないように注意してください。

※18の線が▲の刻印に
　重なるように貼る。

台座

電池押さえ

つば付きビス

つば付きビス

　で組み立てた架台を、台座にセットする。まず、コンセントを
台座の丸い穴に通して、架台の出っ張りと台座の穴があうように
差しこむ。

架台を台座にセットしよう

電池ボックスの刻印に合わせて、新しい単3乾電池をセットし、
電池押さえで止める。

台座を裏に返して、セットした架台をつば付きビスで止め付ける。

電球ソケットのコンセントと、スライドスイッチのコンセントを、
つなぐ。コンセントを差しこむときは、奥までしっかりと差しこむ。

電球をソケットにねじこむ。
スイッチをON・OFFさせて、電球がつくことを確かめよう。

架台

台座

スイッチ

つば付きビス

つば付きビス

台座

架台

電球ソケット

電球

スイッチ

単3乾電池

単3乾電池 電池押さえ

台座
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ベースの切りかき部分

さらにそれぞれの部品を、④～⑥の順に取り付ける。
④電池ボックスに電池接点（－）を、差しこむ。
⑤電池接点（＋）を、差しこむ。
⑥電池接点（＋・－）を、差しこむ。

④電池接点（－）
⑤電池接点（＋）

⑥電池接点
　（＋・－）

電池ボックス

※電球は強くねじこみ
　すぎないよう注意。

※乾電池は、必ず新しいものを
　使ってください。
　（アルカリ乾電池推奨）
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コンセント凹
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時間シールを貼り終えた状態

月シールを貼り終えた状態

スライドスイッチを取り付け終えた状態

台座にそれぞれの部品を、①～③の順に取りつける。
①スイッチをOFFに合わせたまま、スライドスイッチをセット。このとき、
　スライドスイッチの黒いスイッチ部分が左側に寄った状態に
　しておくこと。
②スライドスイッチのスイッチ部分に、
　スイッチ押さえの溝の部分を合わ
　せて、セットする。
③その後、スイッチ押さえを、
　ビスで止め、スライドスイッチを
　つば付きビスで固定する。



恒星原板同士を貼り合わせていく。英字の同じ文字同士を
外から見たときに正しく読めるように貼っていく。最初に
A→B→Cと貼ると、その後の貼り合わせが楽になる。
その後の順番は貼りやすいところから貼っていこう。
　のようにすると、うまく貼ることができる。

両面テープの上手な貼り方。

恒星球ができたら、貼り合わせた耳の部分を
半分（5mmくらい）残してはさみで切り取る。

恒星原板
切り取る

恒星球を組み立てよう 星を投影しよう

両面テープを恒星原板の裏面（保護シートのない、つやのある側）
に貼りつける。英字はA～Rまでが２つずつあり、同じ文字同士を
貼り合わせるので、両面テープは、どちらか一方の文字にあればよい。

両面テープは、原板の保護シート
のない、つやのある方に貼る。

英字の書いてあるところを、
２～３回前後にしっかり折る。
すべての部分で行う。

最初に保護シートのない側に
折ると折りやすい。

恒星原板①

恒星原板②

恒星原板④

両面テープ

両面テープはこの折り線
に揃えて貼りつける。

※恒星原板の表裏に注意。
　表…保護シートがあるので、つやがない。
　　　アルファベットが正しく読める。
　裏…表面につやがある。
　　　アルファベットが鏡文字。

※下の図は恒星原板を裏側
　から見ている。色のついて
　いるところに両面テープを
　貼ると、文字の重複がない。

恒星原板の五角形の境界、および英字のある部分を前後に
２～３回折り、折りぐせをつけておく。

できあがり

恒星球

台座

恒星球にベースを、セットする。ベースを図のように持って、
斜めにし、いったん恒星球の中に入れる。
ベースを五角面に合わせて引き出していくと、
恒星球とベースが、ツメによってセットされる。 投影する時に自分の住んでいる地域の緯度に合わせ、

日時を合わせると、見たい日、見たい時間の星空を投影できる。

できあがった恒星球を、台座にセットする。

ベース

ツメ

ツメ恒星球

恒星球とベースが、ツメによって、
セットされた状態

恒星原板

ゆっくり引っぱって、
はくり紙をとる。

※はくり紙をはがした後、貼り合わせたところを
　もう一度指でしっかりとおさえる。

押さえながら

両面テープのはくり紙を４分の１くらいはがして折る。

はがした部分を貼り合わせる。

両面テープ

①

②

③

両面テープ

最初に貼り合わせた状態

※三角マークと切りかき（シールの３月）
　を合わせる。

ベース

ツメ

恒星球
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30

自分の住んでいる
ところの、緯度に
合わせる。下の表を
目安にしよう。

※ベースと恒星球がぐらつく場合は、
　あまっている両面テープで
　貼り合わせて固定する。

←今日の星を見る場合
例えば、10月1日の20時で
あれば、図のようになる。

月 9月 10月 11

23 22 21 20 19 18 1

恒星原板③

両面テープ

五角形の
境界

恒星原板

反対側にも
折り曲げる。
これを３回く
らい、くり返す。

全部の折り返しを、しっかり
立ててから、貼り合わせる。保護シートのある側が

外側にくるように。

5mm

最後に保護シートをはがして
できあがり。

保護シート

※保護シートがはがれにくい時は、
　恒星球の端にセロハンテープを貼って、
　一緒にはがすとはがしやすい。

北
南

西

東

星をきれいに映すには、部屋
をできるだけ暗くして、壁や天
井などの白い面に投影する。
投影面が近いほど星がはっ
きり映る。

点線のあたりが、地
平面。それより下の
星は、実際の空では
見えない星。

Q：両面テープを貼り合わせたところが開いてきますが、対策
はありますか？
Ａ：右図のように、開いたところ
をセロハンテープでとめてくださ
い。セロハンテープはなるべく小
さく切ると目立たずきれいに仕上
がります。どうしても、はがれる
場合はホチキスでとめてください。

Q：豆電球が切れてしまいました。替えの電球を手に入れるに
は、どうしたらよいですか？
Ａ：市販の豆電球を使うことができます。2.5V0.5Aのスポ
ット球をお使いください。

Q：星が丸く映りません。どうしたらよいですか？
Ａ：ピンホール式は、フィラメントの形をそのまま投影する
ので、投影面との距離が離れるとその形が目立ってきます。
投影面とフィラメントが垂直になる方向は、丸く映りますの
で、向きをかえて最適な位置を探してみてください。

Q：ところどころ帯状に星のないところがありますが、なぜで
すか？
Ａ：恒星球の耳の部分が影をつくっています。影ができた部
分の耳を前後に傾けて影ができないようにしてください。

8mm

セロハンテープ

セロハン
テープ

恒星球

各地の緯度
稚内　北緯
45.25°
青森　北緯
40.49°
東京　北緯
35.39°

46ページからの
改造講座を
読んで、改造に
挑戦しよう。
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